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　JAITIとは、「公益財団法人日本農業研修場協力団」の英
文、Japanese Agricultural Inservice Training Institute 
Foundationの頭文字の略で「ジャイチ」と呼びます。1989
年、農業を生活基盤とする、開発途上国の農村地域社会の
人々が、「生きる根幹」の食料を安定確保することで、生
活の中に基礎的な教育と公衆衛生に目を向けるゆとりを持
ち、健康で、自立心豊かな地球上の「友」になることを願
って、活動が展開されています。

公益財団法人　日本農業研修場協力団
〒386-0502　長野県上田市武石沖605-5
TEL　0268－85－3465　FAX　0268－85－3583

発 行
事 務 所

◆URL  http://www.jaiti.org/   ◆E-MAIL  jaiti@janis.or.jp

今
日
の
ジ
ャ
イ
チ

　
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
と

共
に
今
ま
で
の
ご
支
援
に
感
謝

い
た
し
ま
す
。

金
子
雄
一
郎
様 

東
京
都
板
橋
区

 

〇
八
年

和
田
　
正
史
様 

大
阪
府
堺
市

 

十
四
年
　
一
月

宮
下
　
裕
様 

香
川
県
善
通
寺
市

　
　
　
　
　
　 

十
四
年

柴
田
初
子
様 

神
奈
川
県
藤
沢
市

　
　
　
　
　
　 

十
四
年
　
八
月

長
嶋
み
ど
り
様 

北
海
道
東
川
町

　
　
　
　
　
　 

十
四
年
　
九
月

作
田
信
彦
様 

東
京
都
八
王
子
市

　
　
　
　
　
　 

十
五
年
　
一
月

矢
嶋
　
嶺
様
　 

長
野
県
上
田
市

　
　
　
　
　
　 

十
五
年
　
七
月

鈴
木
　
義
弘
様 

宮
城
県
名
取
市

　
　
　
　
　
　 

一
五
年
　
七
月

　
ネ
パ
ー
ル
を
襲
っ
た
巨
大
地
震
か
ら
早
く
も
四
カ
月
が
経
過

し
ま
す
。
余
震
も
比
較
的
治
ま
り
、
倒
壊
し
た
建
物
の
瓦
礫
等

の
処
理
も
進
ん
で
、
少
し
ず
つ
今
ま
で
の
生
活
に
戻
り
つ
つ
あ

り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
ネ
パ
ー
ル
の
人
び
と
の
心
の
中
に
は
、

地
震
へ
の
恐
怖
感
は
大
き
い
も
の
が
あ
る
よ
う
に
思
え
ま

す
。

　
地
震
が
発
生
し
た
当
初
は
現
地
と
の
連
絡
も
思
う
よ
う
に
と

れ
ず
、
被
害
の
情
報
も
な
か
な
か
確
認
で
き
な
い
状
況
の
中

で
、
支
援
者
の
皆
さ
ん
か
ら
は
早
速
に
問
い
合
わ
せ
や
ス
タ
ッ

フ
の
安
否
の
確
認
、
何
か
支
援
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
な
ど
、

大
変
な
ご
心
配
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ネ
パ
ー
ル
の
人
た
ち
へ
思
い
を
寄
せ
ら
れ
る
大
勢
の
方
々
の

ご
厚
意
の
も
と
に
、
被
災
さ
れ
ま
し
た
方
々
に
心
か
ら
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
一
日
も
早
い
復
興
を
願
わ
ず
に

い
ら
れ
ま
せ
ん
。

㊤10月　強風により吹き飛ばされた屋根（レカリ学校）
㊦短期間で修復が済んだ屋根

ネ
パ
ー
ル
へ
の
ジ
ャ
イ
チ
の
荷

物
運
搬
（
主
に
学
校
の
布
カ
バ

ン
・
文
房
具
等
）
の
お
手
伝
い

を
し
て
く
だ
さ
る
方
ご
是
非
ご

連
絡
下
さ
い
。

　
人
口
が
集
中
す
る
ネ
パ
ー
ル

の
首
都
カ
ト
マ
ン
ズ
で
は
、
震

災
後
、
人
々
の
間
に
七
十
ニ
時

間
以
内
に
ま
た
大
地
震
が
来
る

と
か
、
疫
病
が
大
流
行
し
て

大
勢
の
人
が
亡
く
な
る
、
な
ど

の
風
聞
が
飛
び
交
っ
た
よ
う

お
願
い

今年の「ＪＡＩＴＩ
ネパールの農場と
学校訪問の旅」
は中止致します。　

で
す
。
そ
の
た
め
に
、
出
身
地

へ
帰
る
人
た
ち
や
、
地
方
へ
逃

れ
る
も
の
が
多
く
な
り
、
市
内

は
い
つ
も
の
賑
わ
い
を
失
っ
た

と
言
い
ま
す
。
あ
れ
か
ら
四
カ

月
、
人
々
も
戻
り
始
め
て
徐
々

に
活
気
も
出
て
き
て
い
る
よ
う

で
す
。

　
日
頃
か
ら
信
仰
心
が
篤
く
、

祈
り
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
ネ

パ
ー
ル
の
人
た
ち
は
、
厳
し
い

自
然
の
中
に
生
き
て
い
る
か
ら

こ
そ
な
の
で
し
ょ
う
か
、
苦
難

を
表
す
こ
と
も
な
く
日
々
の
生

活
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
地
震
直
後
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に

は
、
そ
ん
な
様
子
を
伺
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
三
日
間
家
の
裏
の
キ
ャ
ベ
ツ

畑
で
、
一
晩
は
空
の
下
で
寝
な

い
で
自
分
の
家
を
見
な
が
ら
、

あ
と
二
日
は
上
だ
け
ビ
ニ
ー
ル

シ
ー
ト
を
か
け
て
家
を
見
な
が

ら
家
族
と
過
ご
し
ま
し
た
。
携

帯
電
話
の
充
電
も
で
き
ず
、
雨

も
降
っ
て
夜
中
は
冬
の
様
に
寒

か
っ
た
で
す
。
テ
レ
ビ
は
ま
だ

見
ら
れ
な
い
が
、
ラ
ジ
オ
や
新
聞

で
他
の
地
域
で
建
物
が
壊
れ
た

り
、
い
ろ
ん
な
被
害
を
見
た
ら
、

私
た
ち
の
苦
労
は
何
も
な
い
位

で
す
。

（
四
月
二
十
九
日
）

地
震
の
と
き
の
こ
と

　
多
く
の
財
産
、
多
く
の
人
々

が
命
を
失
い
ま
し
た
。
私
た
ち

だ
け
が
神
様
の
お
陰
で
助
か
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。
無
事
で
生

き
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　

（
五
月
六
日
）

　
八
十
二
年
前
も
大
地
震
が
あ

り
ま
し
た
。
今
回
は
そ
れ
よ
り

小
さ
か
っ
た
が
、
か
な
り
影
響

を
与
え
て
い
ま
す
。
こ
の
災
害

で
改
め
て
ネ
パ
ー
ル
の
政
府
及

び
国
民
に
、
建
物
の
建
設
方
法
、

事
前
の
予
測
、
安
全
対
策
に
つ

い
て
大
き
な
教
訓
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。             

（
五
月
六
日
）

　
ネ
パ
ー
ル
中
部
で

四
月
二
十
五
日
、
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・

八
の
地
震
が
発
生
。

カ
ト
マ
ン
ズ
の
ヒ
ン

ズ
ー
教
寺
院
な
ど
歴

史
的
建
造
物
を
含
む

多
く
の
建
物
が
倒

壊
。
五
月
十
二
日
に

も
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

七
・
三
の
地
震
が
あ
り

被
害
が
拡
大
し
た
。

ネ
パ
ー
ル
国
内
の
死

者
は
約
八
千
九
百

人
、
約
八
百
万
人
が

被
災
し
た
。

ネ
パ
ー
ル
大
地
震

　ネパ
ー
ル
の
建
物
の
そ
の
ほ
と
ん

ど
は
、
石
ま
た
は
レ
ン
ガ
を
積
み

上
げ
土
を
塗
り
つ
け
た
だ
け
の

構
造
の
た
め
、
今
回
の
大
地
震

に
よ
り
こ
れ
ら
の
建
物
が
倒
壊
し

て
い
ま
す
。
一
方
で
、
燃
え
る
も
の

が
少
な
い
こ
と
か
ら
火
災
は
ほ
と

ん
ど
無
か
っ
た
と
言
い
ま
す
。

　日
本
家
屋
に
は
、ス
ジ
カ
イ
や

火
打
ち
な
ど
と
い
っ
た
建
物
の
構

造
が
長
い
歴
史
の
中
で
育
ま
れ
、

ま
た
、東
日
本
大
震
災
以
降
も

一
層
の
耐
震
構
造
に
よ
る
建
築

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、カ
ト
マ

ン
ズ
市
内
で
、
地
震
後
の
今
も

従
来
の
工
法
に
よ
る
建
築
が
行

わ
れ
て
い
る
現
場
に
遭
遇
す
る

と
、
果
た
し
て
、
今
回
の
教
訓
は

生
か
さ
れ
る
だ
ろ
う
か
と
、
少
々

心
配
の
念
を
抱
き
ま
す
。

　昨
年
の
御
嶽
山
の
爆
発
に
引

き
続
い
て
箱
根
や
浅
間
山
の
火

山
活
動
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

　自
然
災
害
は
、い
つ
、ど
こ
で
、だ

れ
に
牙
を
向
け
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

　かと
言
っ
て
怖
れ
て
い
て
は
前
に

進
ま
な
い
の
で
、
心
し
て
日
々
を

過
ご
し
て
行
こ
う
と
思
い
ま
す
。

編
集
後
記

物
故
者
の
お
知
ら
せ

　
カ
ト
マ
ン
ズ
市
内
で
は
、
ダ

ル
バ
ー
ル
広
場
等
の
歴
史
遺
産

に
見
ら
れ
る
建
造
物
の
崩
壊

や
、
河
川
沿
い
の
地
盤
の
軟
弱

な
一
部
の
地
域
を
除
く
と
、
地

震
に
よ
り
大
き
な
被
害
を
受
け

た
こ
と
を
感
じ
さ
せ
な
い
ほ
ど

で
す
が
、
農
山
村
部
で
は
そ
の

大
半
が
簡
素
な
建
物
で
あ
る
こ

と
か
ら
倒
壊
し
た
家
屋
が
多

く
、
政
府
か
ら
支
給
さ
れ
た
と

い
う
ト
タ
ン
で
仮
住
ま
い
を
建

て
た
り
、
外
国
か
ら
の
支
援
に

よ
る
簡
易
ハ
ウ
ス
で
寝
起
き
を

し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
バ
シ
フ
ァ
ン
ト
校
周
辺

の
集
落
で
は
、
家
屋
の
倒
壊
に

加
え
て
土
砂
崩
れ
が
危
惧
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
平
地
の
安
全
な

場
所
に
設
け
ら
れ
た
避
難
所
に

1月

2月

3月

４月

6月

7月

5月

1月

2月

3月

４月

6月

7月

5月

事 務 局 だ よ り
▼ジャイチ ジャイチネパール▼

・冬休みに入る・スポーツ
試合大会　

・予算の作成・ＳＬＣの予
備試験

・郡教育所の代表者を含む
ＳＭＣとミーティング

・学年末の最終試験
・森林火災の対策に対する

啓 発 プ ロ グ ラ ム 実 施
（8・9年生）

・ＳＬＣ試験レカリ・バシ
ファント学校33名、ブラ
イター学校14名の生徒
受験

・大地震発生4/25

・地震災害のため両学校休校
・ブライター学校に建築専門

家を派遣し地震災害調査
・被災建物の緊急修理工事

開始

・ＳＬＣ試験　バシファン
ト学校6名合格・ブライ
ター学校名11名合格　

・レカリ・バシファント学
校に文部省地震災害調査
入る

・両校夏休みに入る
・丸山常務理事と現地調査

及び被害コスト積算

・機関48号の作業と発送（約1300通）

・平成27年度事業計画・予算案の作成

・理事長・常務理事がネパールへ総合指導
及び農業指導

・理事会開催（事業計画・収支予算等の承
認、職務執行状況報告）

・内閣府へ平成27年度の事業計画書等を
提出

・決算準備
・ネパール地震災害による緊急支援業務

・臨時理事会開催（ネパール地震災害支援
について）

・上田市に法人税の減免申請書を提出、
6/15日承認

・平成26年度決算監査実施
・ネパールの曼荼羅・仏画展（ヒマラヤを

愛する会主催）に出展（上田市）
・24日、国際交流フェスｉｎ丸子に出展
・理事会開催（平成26年度事業報告・決

算等の承認、職務執行状況報告）

・定時評議員会開催（平成26年度事業報
告・決算の承認）

・内閣府へ平成26年度事業報告書等を提出
・ネパールの曼荼羅・仏画展（ヒマラヤを

愛する会主催）に出展（長野市）

・機関紙49号企画
・丸山常務理事地震災害調査のため現地に

派遣

9/6  あいとぴあ臼田（佐久市）

集
団
で
移
転
し
て
生
活
を
共
に

し
て
お
り
、
中
に
は
、
今
ま
で

の
土
地
を
離
れ
て
行
く
も
の
も

あ
る
よ
う
で
す
。

　
ネ
パ
ー
ル
政
府
と
し
て
の
抜

本
的
な
対
策
が
見
え
て
い
な
い

こ
と
か
ら
、
被
害
に
遭
わ
れ
た
人

た
ち
は
廃
材
を
利
用
し
た
り
、

知
人
か
ら
の
借
用
金
で
わ
ず
か

ば
か
り
の
資
材
を
購
入
し
て
住

宅
を
建
築
す
る
な
ど
、
自
ら
で

き
る
復
興
に
取
り
組
み
始
め
て

い
ま
す
が
、
本
格
的
に
は
雨
季

が
あ
け
て
か
ら
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

▲地震により倒壊した農家（ダマンにて） バザーのお知らせ

布

毛糸

書き損じ
ハガキ

古切手

手ぬぐい
タオル

文房具

帽子を編みます
編みぐるみ・タワシなど
▶レカリ・バシファント学校１・２年生用
▶バザー出品用品を作ります

通学カバンを縫います
▶レカリ・バシファント学校低学
年用

切手に替えます（未使用ハガ
キ・年賀ハガキの余りも歓迎）
▶通信費として活用します。

換金します（未使用切手も歓迎）
▶ネパールの両学校の運営費
　（切手の周りを５ミリ残してく
ださい）

定規／三角定規
▶レカリ・バシファント学校とブ
ライター学校用

未使用のもの
▶ネパールの学校用ほか

集めています

▲壊れた家の傍らで本を読む少年 ▲地震前のパタンのダルバール広場

▲崩落危険地域の人たちが避難所で共同生活（ナムター地区）

▲シンガポールから届けられた簡易ハウス

科目
Ⅰ  事業活動収支の部
　１．事業活動収入
 基本財産運用益
 特定資産運用益
 受取寄附金
 雑収益
　２．事業活動支出

開発途上国への農業技術の向上
と普及、農業・学校団体への助成・
支援及び農業・教育の啓発事業

　３．管理費支出
 事業活動収支差額
Ⅱ　投資活動収支の部
　１．投資活動収入
　２．投資活動支出
 投資活動収支差額
 当期収支差額
 前期繰越収支差額
 次期繰越収支差額

（単位：円）

4,988,921
781,884

1,648,816
12,413

5,472,744

1,143,395
815,895

6,000,000
7,000,000
-1,000,000

-184,105
5,045,087
4,860,982

平成26年度　事業決算報告

▲家に帰る車を待つ子どもたちの
　明るい表情にホッとする（カカニにて）


